
総合事業の今後の方向性について 

 

○ 総合事業に開始に伴うこれまでの主な経緯 

平成 27年度 ワーキンググループを開催し、総合事業で実施するサ

ービスやケアマネジメントを検討 

平成 28年度 要綱等策定、事業者説明会開催 

平成 29年 4月～ 総合事業開始（訪問型・通所型サービス、一般介護予

防事業） 

平成 30年 10月～ フレイル関連事業開始 

 

○ 現状と今後について 

総合事業のメニューは一定設けてきたが、これからも、総合事業だけではな

く、地域の支え合いやインフォーマルサービスも含め、高齢者の個々の状態に

応じた支援が適切に提供できているかを注視していかなければならない。 

また、何よりも高齢者自らが、いきいき・はつらつと自分らしい人生が送れ

るよう生き方を選択し、支援者は、その人にふさわしい支援策が提供できるよ

うな環境を整える必要がある。 

今後、健康寿命の延伸をめざし、市民への効果的な情報発信、サービスの提

供、適切なサービス・支援への橋渡しが、過不足なく切れ目なく循環している

かを点検し、必要に応じて改善を図っていくことが重要である。 

 

○ 頂きたいご意見・ご提案 

① 市民への効果的な情報発信 

・高齢者がフレイル予防を理解し、自らフレイル予防に取り組もうと動機

付ける効果的な情報発信 

・支援が必要な高齢者が、総合事業だけでなく、インフォーマルサービス

や民間サービスも含めて、自身の状態に応じて、状態の改善や在宅生活

の継続に必要なサービス等の情報を知り、主体的に選択することの重要

性の発信 

 

②  適切なサービス・支援へのつなぎ 

地域包括支援センター職員やケアマネジャーが、ケアプラン作成において、

サービスを利用するためだけのものではなく、その人が元気になるためのス

トーリーを作るものとして、高齢者の状態に応じた、自立支援に資する適切

なサービス・支援につなぐための効果的な研修等の機会の提供 

 

 

資料６ 



フレイル改善のための 
栄養（食・口腔機能）、運動、社会参加を 
バランスよく取り入れた原則6ヶ月間の 
プログラム 

フレイル改善通所サービス 
（運動指導員等） 

     有資格者による 
     専門的なサービスの提供 

介護予防通所サービス 
（有資格者） 

「通いの場」（地域住民） 

神戸市の総合事業の全体像 

 
 
 
 
 
 
 
「生活支援訪問サービス 
従事者養成研修修了者」等 
による生活援助 

生活支援訪問サービス 
（研修修了者等） 

介護予防訪問サービス 
（有資格者） 

有資格者による 
専門的なサービスの提供 

通所型サービス 

一般介護予防事業 

週１回、５時間程度 
市が設定した介護予防の取組等 
（専門職を派遣） 
 

地域拠点型 居場所づくり型 

原則月２回以上の 
通年開催、２時間以上の通いの場 
（サロン、カフェ、体操サークルなど） 
 
 

住民主体訪問サービス 
（地域住民等） 

NPO法人や任意団体の 
ボランティアによる生活援助 

訪問型サービス 

研修修了者等 

担い手 

 
フレイルチェック        や 
フレイル予防のための講話を行い、 
フレイルに気づき、生活習慣を見直す 
きっかけを提供する 

フレイル予防支援事業 

参加 

自主活動型 

地域で自主的に行われている 
健康づくりや社会参加のための 
様々な取り組み 

担い手 

相談 

 あんしんすこやかセンター 
  （高齢者の介護相談窓口） 

利用者の心身の状態、目標に合わせた支援 
ケアプラン作成や地域の「通いの場」などの紹介を行う 

高齢者 

必要なサービスにつなぐ 

相談・支援 

参加 必要な部分は 
支援を受けるが、 
高齢者自身も 
担い手となる 

http://1.bp.blogspot.com/-yodOg8nWI8M/VZSNfYrAGLI/AAAAAAAAuv8/xbKfcc1zkrk/s800/roujin_dokkyo.png


一般介護予防事業 

介護保険 
の要介護 

状態像 

高齢者の状態像と社会参加状況 

介護保険
の要支援 

介護給付 
サービス 

予防給付･ 
総合事業 
サービス 

フレイル 元気な高齢者 

４２．６％ 
プレフレイル 

２１．７％ 
フレイル 
１５．２％ 8.3％ 12.2％ 

健康とくらしの調査2016 KCL2014結果 要介護認定率より 

高齢者 
約42万人 ※事業対象者含む 

※重複あり 

社会参加状況 

介護予防関連事業等 

就労 
21.0％ 

ボランティア
20.0％ 

運動 
29.8％ 

学習・教養
15.3％ 

活動の低下 社会的
役割 

知的能
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手段的
自立 

身体的
自立 

健康づく
り活動
10.5％ 

地域活動 
26.8％ 

つどいの場 ７％ 

趣味活動 
42.2％ 

2.4万人 4.6万人 

心
身
の
能
力 



総合事業の今後の方向性について
（第7期神戸市介護保険事業計画・神戸市高齢者保険福祉計画等より抜粋）

１．高齢者の人口等の状況

区別人口・高齢者数・高齢化率　（平成29年度（2017年度））

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区

人口 214,157人 133,328人 134,428人 109,119人 220,254人

高齢者数 50,705人 33,834人 31,990人 31,638人 64,254人

高齢化率 23.7% 25.4% 23.8% 29.0% 29.2%

長田区 須磨区 垂水区 西区 全市

人口 99,449人 162,998人 223,493人 245,149人 1,542,375人

高齢者数 32,678人 50,707人 64,481人 60,374人 420,661人

高齢化率 32.9% 31.1% 28.9% 24.6% 27.3%

※9月末の実績。
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第１号被保険者数と高齢化率の推移

75歳以上 65～74歳 高齢化率 75歳以上人口割合

認知症高齢者の状況

平成20年度末
（2008年度末）

平成22年度末
（2010年度末）

平成24年度末
（2012年度末）

平成26年度末
（2014年度末）

平成28年度末
（2016年度末）

平成29年度末
（2017年度末）

認知症高齢者数
（日常生活自立度
判定基準Ⅱ以上）

32,163人 34,521人 38,358人 41,911人 46,509人 48,504人

65歳以上の高齢者
のなかで認知症高
齢者の占める割合

9.5% 9.8% 10.2% 10.4% 11.1% 11.5%

※認知症高齢者の日常生活自立度判定基準Ⅱ：日常生活に支障を来すような症状・行動や意思
疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。



２．高齢者の世帯、家族関係

３．75歳以上高齢者の増加と担い手の減少

４．神戸市における平均寿命と健康寿命の状況
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高齢者を含む世帯数 180,456 213,087 242,963 277,339 「国勢調査」結果より



５．要支援・要介護認定者数の見込み

６．給付費等の長期推計（健康寿命延伸の目標を達成した場合）
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サービス毎の利用状況と推移

単位：人

H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H30.9

介護予防訪問サービス　注１ 12,452 12,511 12,499 12,314 11,870 10,758 10,008

生活支援訪問サービス 506 1,314

計 12,452 12,511 12,499 12,314 11,870 11,264 11,322

訪問　前年同月比伸び率 2.7% 0.5% -0.1% -1.5% -3.6% -1.6% 0.5%

介護予防通所サービス　注２ 7,480 8,270 8,980 9,401 9,653 9,845 10,399

通所　前年同月比伸び率 13.9% 10.6% 8.6% 4.7% 2.7% 2.0% 7.4%

注１　H29.3以前は介護予防訪問介護の利用者数。H30.3は介護予防訪問介護の利用者数を含む。

注２　H29.3以前は介護予防通所介護の利用者数。H30.3は介護予防通所介護の利用者数を含む。

注３　兵庫県国保連合会給付実績情報等に基づき作成したもので、月遅れ請求の存在等により、今後も変動する。

利用者数伸び率（前年同月比）の推移

2.7% 
0.5% 

-0.1% 

-1.5% 
-3.6% 

-1.6% 

0.5% 

13.9% 

10.6% 

8.6% 

4.7% 
2.7% 

2.0% 

7.4% 

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H30.9

訪問 前年同月比伸び率 

通所 前年同月比伸び率 









 

介護支援ボランティア活動を推進する事業（案） 

目的 高齢者の社会参加とフレイル予防の推進、担い手の確保 

対象者 ６５歳以上の高齢者 

対象となる活

動 

施設等におけるレクリエーションの指導・補助、話し相手、行事の手伝い、食

事介助の補助、利用者が利用する場所の清掃など 

対象とならな

い活動 

有償ボランティア（実費弁償程度は除く）、サービス利用者が利用する以外の

場所の清掃 など 

検討が必要な

事項 

・ポイント管理 

 

・ポイント付与方法 

 

・ポイント付与率 

 

・ポイント還元商品 


